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技術や産業の急激な変化，環境問題等，先
が予測できない不確実性の高い現代社会で
は，変化する状況に，自律的に，多様な人々
と協働して，問題解決できる能力 · 資質 · 能
力（コンピテンシー）の育成が，とても重要
になってきました。

同時に，学校現場では，子どもたちが他者
と適切に関われず，同質的なグループや人間
関係のなかでしか行動できない · 異質な人々
によるグループで課題解決することが苦手で
回避する等が指摘され，それに対する教育の
必要性が高まりました（文部科学省 , 2011）。

この流れが，「主体的 · 対話的で深い学び」
を掲げた 2017 年改訂の学習指導要領の内容
につながっていき，学校教育でも能力 · 資質
· 能力の育成として，グループでの協働活動
や協働学習の取組みが推進されてきました。

しかし，事態はさらに悪化し，2023 年度，
「無気力，不安」を主な要因とした不登校の

小中学生数は 11 年連続の増加し，30 万人を

大きく超えています。高校生も過去最高に
なっています。新型コロナの感染予防の自粛
を経て学校でも対面の活動が復活しました
が，学級では対人関係がうまく取れない子ど
もたちも少なくないのです。

文部科学省は，仲間だけとの「会話」から
多様な人々と主体的に協働できるように「対
話」を活用した授業改善をすべし，と目標を
掲げていますが，学校現場では「会話」がで
きる仲間もつくれない子どもが増えているの
です。

つまり，筆者が強調したい教育現場の大き
な問題は，文部科学省が掲げる教育目標と学
校現場の子どもたちの実態に，大きな乖離が
生じており，学級内でグループで協働活動 ·
学習を設定しても，子どもたちは主体的に参
加せずに活動が形骸化してしまうことが少な
くないことです。このような実態の中で，現
場の教師たちはどのように対応していけばい
いのかと，混乱している面があるのです。

　１　WEBQUの開発

2019 年に労働基準法が改正されて「働き
方改革」が推進されました。しかし，労働時
間を減らせと言われるが，仕事内容はなかな
か減らせず，かつ，教職員が増員されるわけ
でもありません。対策としては，次の 2 点

が重要です。
◎教職員が組織連携して，仕事の効率化をは

かる
◎ DX（デジタルトランスフォーメーション）・

IT の活用により生産性を上げる

WEBQUが期待される背景
―教育目標と学校の現状の大きな乖離―

はじめに
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そこで，長年いじめや不登校などの対応
に活用されてきた学級分析尺度 QU を，児
童生徒が Web 上で質問に直接入力する形で

答 え る CBT（Computer Based Testing： テ
ストの全てをコンピュータ上で行うもの） の
WEBQU を開発しました（河村，2020）。

　２　WEBQUの活用の利点

◎入力し終えたら，” 瞬時に ”　分析されて，
結果が出力される
⇒スピーディに対応ができる　
すぐに校内研修会ができ教師たちが意欲的
に取り組める

◎学級の一人ひとりの児童生徒の状態と学級
集団の状態を，より向上させるために対応
すべき指針が提供される  　

　ナビゲーション機能を有する
⇒対応の指針が出されるので，教師たちが

連携して組織で取り組める
⇒多くの説明機能があるので，活用しなが
ら子どもへの対応の仕方や学級集団づくり
の方法について学ぶことができる

◎ WEBQU のデータを，他の機関のデータ（横
の連携），経年のデータ（縦の連携）と連
携して活用することができる
⇒幅広い対策を立てて，他機関とも連携し
て取り組める

　３　本書の特徴

本書は，WEBQU の機能や使用方法をオー
ルラウンドに解説するものではありません。
学校現場で教師たちが苦戦している問題，児
童生徒の「不適応」や「不登校」「いじめ」「学
習支援」，「学級集団づくり」や「授業の展開」，
そして「教員組織」に関する具体的な問題に
対して，WEBQU をどう活用して対処してい
くのか，そのプロセスを解説するものです。

児童生徒への対応の指針として，1 次的援
助（全体活動に自ら参加できる · 予防 · 開発
的支援が大事） ――2 次的援助（全体の中で
個別配慮が必要で早期発見・早期対応が大事）
――3 次的援助（問題を抱え個別に特別な対
応が必要），以上の 3 段階があります。

WEBQU は，問題が起こってからの対応よ
りも，問題が起こらないような予防的対応や
開発的な支援を重視していますので，具体的

対応で取り上げるのは，生徒指導面―学習指
導面―教員組織に分け，2 次的⇒ 1 次的⇒ 3
次的の順にします。

本書では，特定の事例を取り上げることに
なりますが，その対処で WEBQU の様々な機
能を活用します。そのやり方や手順を理解で
きれば，他の事例にも必ず応用できると思い
ます。

本書を活用して WEBQU が積極的に活用さ
れ，学校現場の多くの問題が改善されれば幸
いです。

2025 年 5 月
                                   早稲田大学 教授　　　

　　　　　　　　　　　　　  河村茂雄
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１ WEBQUの目的

WEBQU は，児童生徒一人ひとりの理解と
対応方法，学級集団の状態と今後の学級集団
づくりの方針を得ることを目的とした標準化
された心理テストです。下記のアンケートか
ら構成されています。

①「いごこちのよいクラスにするた
めのアンケート」（学級生活満足度
尺度）

②「やる気のあるクラスを作るため
のアンケート」（学級生活意欲尺度）

③「普段の行動を振り返るアンケー
ト」（ソーシャルスキル尺度）

④「悩みアンケート」
　（中学校・高校のみ）
⑤「部活動アンケート」
　（中学校・高校のみ）

● WEBQU を構成する 3 つのアンケート
①「いごこちのよいクラスにするためのア

ンケート」では，児童生徒の学級に対する満
足度を測定しています。満足度は，自分が周
囲から認められているかという「承認得点」
と，周囲からいじめ被害を受けていたり，孤
立していたりしていないかという「被侵害得
点」から判断します。承認感が低く，被侵害

感が高い児童生徒は早急な支援が必要となり
ます。支援が必要なのは誰かが明確になるこ
とで，早期対応が可能となります。さらに，
クラス全員の回答から，学級集団全体が良好
な方向に展開しているか，悪い方向に展開し
ていないか，を確認することが可能です。学
級がうまく機能しない状態になってしまう前
に何らかの対応をとることが可能となりま
す。

②「やる気のあるクラスを作るためのアン
ケート」では，学校生活における意欲（やる
気）や充実感を領域ごとに見ることができま
す。小学校の場合は「友達関係」「学習意欲」「学
級の雰囲気」の 3 領域，中学校 · 高校の場合
は「友人との関係」「学習意欲」「教師との関
係」「学級との関係」「進路意識」の 5 領域
で示されます。やる気リストは，意欲 · 充実
感のバランスを見るためのリストです。学校
生活において児童生徒一人ひとりがどの領域
に意欲を持っているのか，そのバランスなど
を具体的に把握できます。

③「普段の行動を振り返るアンケート」で
は，児童生徒が学級生活を送る上で必要な
ソーシャルスキルを測定しています。具体的
には，対人関係の基本的なルールやマナーに
関する「配慮のスキル」と，人と関わるきっ

WEBQUの目的と
特徴·活用方法

WEBQU
の概要
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かけづくりや関係の維持に関する「関わりの
スキル」で構成されています。小学校高学年
以上は上記 2 種類のソーシャルスキルで捉え
ますが，小学校低学年では 2 つのスキルを
あわせて 1 種類の「ソーシャルスキル」で
捉えています。

WEBQU は児童生徒の発達段階を考慮した
構成になっており，小学校低学年用（1 ～ 3
年生），小学校高学年用（4 ～ 6 年生），中学
生用，高校生用の 4 種類があります。

中学生用，高校生用は④「悩み」のアンケー
ト（内容は「家庭」「健康」「情緒」など），⑤「部
活動」に関わるアンケートも含めて生徒の状
態を把握することが可能です。

教師は日常的に児童生徒の行動を見る「観
察法」，「面接法」によって児童生徒の状態を
把握しています。ここに WEBQU という「調
査法」を加えることで，より深く児童生徒の
状態を理解でき，日常の指導行動や学級経営
の指針に役立てることが可能になるのです。

　２　WEBQUの代表的な活用方法

WEBQU の代表的な活用法は以下の 4 点に
なります。

❶いじめ被害を受けている児童生徒
の早期発見と早期対応

❷不登校傾向の児童生徒への対応
❸学級崩壊の状態に至る兆候の把握

と早期対応
❹教育実践の効果測定

❶いじめ被害を受けている児童生徒の早期
発見と早期対応
WEBQU では，いじめ被害を受けている可

能性の高い児童生徒の早期発見と早期対応が
可能です。具体的には，①からかいの有無，
②暴力の有無，③不登校（学校に行きたくな
い気持ち）の有無，④孤立感の有無，⑤無視
されている状況の有無 , ⑥ SNS 等のネット上
でのいじめや無視の有無を把握することがで
きます。教師が児童生徒の様子が何か変だな
と感じ，直接話を聞いても，なかなか話した
がらない児童生徒も多くいます。WEBQU で
は，教師の面接や観察では見つけることが難

しい，いじめの初期の兆候を発見し，いじめ
被害が深刻化することを防ぐことが可能とな
ります。

❷不登校傾向の児童生徒への対応
WEBQU では，不登校（学校に行きたくな

い気持ちをもつ児童生徒）を発見できる指標
が多くあります。「被侵害感」が高まってい
ないか，「友人関係」や「学習意欲」に大き
な落ち込みはないか，友達と関わるための

「ソーシャルスキル」を知らなかったり，発
揮できていなかったりする状況がないかなど
です。これらの指標を総合的に見ていくこと
で，配慮する必要性の高い児童生徒を早期に
発見し，注意深く見守ったり，早期に対応し
たりすることが可能となります。

❸学級崩壊の状態に至る兆候の把握と早期
対応
WEBQU では，児童生徒一人ひとりの回答

の分布をクラス全体として見ることで，学級
集団が現在どのような状態にあるのかを把握
することが可能です。学級集団は放ってお
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けば自然とよい状態に展開するものではな
く，学級の状態にあわせて教師が適切な指導
行動をとり，児童生徒の建設的な相互作用が
生じるような取り組みをすることで少しずつ
良好な状態に向かっていきます。よって，ま
ずは現在の学級集団の状態を把握し，学級集
団がうまく機能しない状態に向かわないよう
にすること，少しでも学級集団が良好な状態
に発達し，児童生徒の学習意欲や対人関係意
欲などが喚起され，愛他性や協働性が高まる
ように支援することが重要なのです。加えて
WEBQU では，このような愛他性や協働性が
高まった親和的な学級を，授業や学習が活性
化する集団にするためのヒントがあります。

つまり，穏やかで仲の良い「生徒指導面で安
定している」学級を，児童生徒が主体的に学
び合う「学習指導面で活性化する」学級に発
展させることが可能なのです。

❹教育実践の効果測定
WEBQU は，各教師の年間の実践や，学年

· 学校全体で行っている教育実践の効果を評
価 · 検討するために活用されています。教育
実践の前後に WEBQU を実施し，その変化を
見ることで，取り組みが児童生徒一人ひとり
に，また学級や学年や学校全体に，どのよう
な効果をもたらしたのかを確認するために積
極的に活用されているのです。

　３　WEBQUの特徴

●アンケート結果反映の即時性
WEBQU では，アンケートの実施から，結

果が反映されるまでの時間がとても短いこと
が特徴の一つです。教師が実態を把握するま
での時差が少なくなるため，その時の児童生
徒の心情に寄り添い，即座に適切にアプロー
チすることが可能となります。

●学級状況と個人の状態との双方を同時に
確認
WEBQU では，児童生徒の回答から個々の

「児童生徒の状態」と，学級全員の回答状況
から「学級集団全体の状態」を把握すること
ができます。つまり，個人の結果から，その
児童生徒が学級の一員として活躍するための
方策を思案できますし，学級の結果から，学
級の児童生徒全員がより親和的で活発な状態
になるために，また相互的な学びのある状態
にするための方策を思案できます。

●「個人の強みと弱み」と「学級（クラス）
の強みと弱み」を確認
WEBQU では，児童生徒一人ひとりの「強

み」と「弱み」が表示されます。見逃せない
重要な項目をピックアップしていますので ,
これだけは気をつけようという対応の視点が
明示されます。

観察や面接だけでは見えにくい児童生徒の
内面を迅速かつ的確につかむことができるの
で，対応に多くの時間をかけることができま
す。さらに，学級（クラス）の「強み」と「弱
み」も示されます。「強み」を学級のよいと
ころとして，また「弱み」を今後強化する点
として児童生徒にフィードバックすることも
可能です。

●いじめ被害を受けている児童生徒を早期
に発見
WEBQU には，「リスト機能」や「絞り込
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み機能」がついており，「いじめ被害を受け
ている可能性のある児童生徒」や「やる気を
出せずにいる児童生徒」「ソーシャルスキル
が低く，友人とうまく関われない児童生徒」
など，適応面でハイリスクの児童生徒を抽出
することができます。

●生徒指導面に関するサポート
WEBQU では，学級の状態を「ルール」「リ

レーション」「安定度」「活性度」の 4 つの
視点で示します。下図のように，矢印の下に
は具体的な対応方針に関するアドバイスが表
示されます。

●学習指導面に関するサポート
WEBQU では，学級の実態把握を総合的に

行った結果，アクティブラーニングに向けた
具体的なアドバイスが示されます。児童生徒
の学習がさらに活性化する学級集団にするた

めにはどのような取組みをすればよいか，対
応の指針が表示されます。

●学校全体や学年全体の結果を確認
WEBQU では，学級ごとの結果を確認でき

る画面と，学校全体および学年全体の特徴を
確認できる画面があります。

具体的には，学校全体および学年全体の①
要支援群・いじめ・不登校などの可能性が高
く注意すべき児童生徒の名前，②学級類型（親
和型，かたさ型など）の出現率，③ 4 群（学
級生活満足群，非承認群など）の出現率など
が明示されています。つまり，支援の必要な
児童生徒や支援の必要な学級を把握できるよ
うになっています。これにより，教師自身も
一人で問題を抱え込まず，学校や学年全体の
チームで児童生徒をサポートする体制づくり
が可能になるのです。


